
 宮崎交通のバス運行における、平成２８年度の輸送安全に関する実施状況  

旅客自動車運送事業運輸規則第四十七条の七に基づく「輸送の安全にかかわる情報」の公表です 

 

１．輸送の安全に関する基本的な方針 

宮崎交通では、輸送の安全を確保するために、宮交グループの経営理念と行動憲章および宮崎交通の 

「安全憲章」「安全管理規程」に則り、社長以下社員一丸となって安全意識の高揚と無事故に取り組みます。 

 

２．輸送の安全に関する目標および達成状況 

 

[1]輸送の安全に関する目標 

●総事故件数４５件以下         ●重大事故ゼロ 

●責任事故件数〔前年より減少（必達）２５件以下・逆突事故５件以下・車内事故前年比以下（必達）〕 

●路上故障５件以下           ●燃費向上１％（昨年比）達成 

●クレーム前年比２０％削減    ●厳正な点呼の実施    ●アルコール異常検知者ゼロ 

 

[2]自動車事故等に関する統計 「自動車事故報告規則第２条」に規定する事故に関する統計 

・重傷事故 （第２条 第３項）１件     ・車内事故 （第２条 第７項）１件 

・健康起因 （第２条 第９項）４件     ・車輛故障（第２条第１１項）３件 

・その他、国土交通大臣の報告指示および消費者安全法第２条第６項等に該当する重大事故等の報告等（第２条第１５項）１件 

 

[3]重大インシデントおよび安全上のトラブル発生状況 

  ・２月１０日に当社バス転回場で待機中のバスが転動し、降車中の運転士が死亡する事故が発生しました。 

   この事故に鑑み、サイドブレーキの使用状態や車止めを施す基本動作等を再確認し事故防止に努めます。 

 

[4]国から受けた事業改善命令、厳重注意、その他の文書による行政処分または行政指導に関して

講じた措置または講じようとする措置 

  ・行政指導等はありませんでした。 

 

[５]運転事故の発生状況と対策（輸送の安全の為に講じた措置・教育研修の実施状況） 

①平成２８年度に発生した運転事故の総件数…１２２件 

②安全投資の状況 

  ・新車１１台を導入し、経年車の更新および万一の時に備えた装置を取り付け安全性を高めております。 

・延岡地区の運行拠点施設を移転集約し、効率よく安定した運行を目指しております。 

③健康管理の促進 

・定期健康診断や睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング検査の結果を踏まえ、保健師や産業医による心身の 

健康相談を行いサポート体制を強化しています。 

④従業員の教育研修 

  ・運行管理者の法定講習、運転士の心理適性診断、乗務員の階層別集合教育、個別指導を実施しております 

⑤小集団活動（委員会開催・班活動・地域社会貢献の実施） 

  ・月１回のペースで運転士代表が集まり事故原因等の究明や再発防止を検討した事柄を各職場に持ち帰り、 



全乗務員が共有し事故防止に努めております。 

  ・交通安全期間中における安全啓発活動を実施しております。 

・小学生や幼稚園児等を対象にバスの乗り方教室を開催し、中学生の職場体験学習を受け入れております。 

⑥職場巡視（運行管理体制の充実・内部監査の結果及び、それに基づき講じる措置内容） 

・半期の常会、交通安全運動期間中に運行営業所へ本社幹部が赴き、指示伝達や意見交換を実施しました。 

・年末年始の輸送安全総点検期間中に、当社が保有する全ての車輌を対象に、車輌総点検を行ないました。 

  ・運行営業所の重点施策の進捗や帳票記載の状況を確認する内部監査を行い、緊急改善を要する指摘事項は 

有りませんでしたが、引き続き、安全対策などの関係法令や規定との適合性をチェックし改善を図ります。 

 

 

 

平成２9 年度の輸送安全に関する計画（お客様に安心してご乗車いただくために…） 

 

３．輸送の安全に関する重点施策 

【安全運転目標】◎安全は心のゆとりと車間距離「疑う運転・止まる勇気」 

【車両整備目標】◎安全・安心・信頼を与える車両の整備 

【接遇向上目標】◎笑顔で「ありがとうございます」誰にでも言える魔法の言葉 

◆方針◆【運行】●安全、安心、快適なバスの運行   ●車内案内、接遇向上   ●運行管理体制の構築 

【整備】●チャレンジ精神を持ち、車輌の完全整備で路上故障削減と燃費向上を図る 

◆目標◆ ●重大事故ゼロ       ●路上故障５件以下       ●燃費向上（昨年比１．５％）達成 

●責任事故〔前年より減少（必達）２５件以下・逆突事故５件以下・車内事故前年比以下（必達）〕 

●クレーム前年比２０％削減     ●厳正な点呼の実施     ●アルコール異常検知者ゼロ 

◆従業員ひとり一人が自らの役割の再認識と基本動作の再徹底（再点検）に取り組み、「安全」と「コンプライアンス」の向上を目指します。 

◆弊社バス事業の展開を担う乗務員の確保や雇用形態の多様化を図り、人財の確保と育成に努めていきます。車両施設などの環境整備を進めます。 

 

４．安全管理体制の構築維持（安全最優先の意識浸透・関係法令等遵守の意識の徹底・安全管理体制のチェック） 

[1]厳正な点呼の実施 

点呼業務の重要性を再確認し、一方的な伝達だけでなく、運転士の顔の表情や言動と行動等を確認、

身だしなみ等を注意喚起し、法令遵守、安全意識を高揚します。 

 

５．輸送の安全に関する教育及び研修の計画 

[1] 安全方針および年間教育計画に基づき、個々の使命と役割に応じた教育指導を行います。 

[2] 交差点左折時は横断歩道の手前で一旦停止を継続し、重大事故の発生を未然に防ぎます。 

[3] 訓練方法や指導内容を充実させ、安全とサービスに対し向上心が高い乗務員を育てます。 

 

６．輸送の安全に関する組織体制及び情報伝達と指揮命令系統 

・組織体制及び指揮命令系統図：別紙の通り   ・緊急非常時の組織および速報体制：別紙の通り 

・輸送の安全に係る情報の伝達体制：別紙の通り ・事故災害等に関する報告連絡体制：別紙の通り 

・安全管理規程（概略）および安全統括管理者：別紙の通り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


